











るものとされてきた。しかし、こうした諸現象すべ が宮廷文化や文字の問題に起因するものなのであろうか。換言すれば、 垣の歌と万葉歌との間をいかにつなげばよい 、万葉 へ 道 どのように描くことができるかということである。そ 手がかりはわずかな古代文献資料のなかには求めることができない。
それを補うものとして、近代以降、早い時期より中国文献や日本各地










2019 年 3 月 4 日掲載承認
万葉歌への道をめざして
─中国西南部少数民族の歌文化を手がかりに─
Aiming for the Road to Manyo Songs : Using the Song Culture of the Southwestern 
Chinese Minorities as Clues










年代初めから 調査 もとづく星野紘氏 『歌垣と反閇の民族誌』 （創樹社、一九九六年） 、ネパールや中国南部における調査にもとづいて恋の歌掛けのプロセスを提示した内田るり子氏 『奄美民謡とその周辺』 （雄山閣出版、一九八三年） 、中国西南部少数民族、漢族、ネパール・北部タイ、奄美などの調査を踏まえて歌掛けの諸相を具体的に提示した同氏「照葉樹林文化圏における歌垣と歌掛け」 （ 『文学』第五十二巻第十二号、一九八四年十二月） 、中国貴州省苗族爬坡節 歌と日本の古代歌謡とを意味内容の上から比較して研究への道筋を示した土橋寛氏『古代歌謡をひらく』 （大阪書籍、一九八六年）などがある。しかし 当時は政治的・社会的制約があり、本格的なフィールドワークにもとづくも ではなかった。こうしたところから、本格的なフィールドワークにもとづく歌文化研究が求められることとなったのである。
それにいち早く応えたのが工藤隆氏である。工藤氏は一九九四年から
中国雲南省各地の少数民族歌文化調査を開始し、 『 垣 神話をさか ぼる
　
少数民族文化としての日本古代文学』 （新典社、一九九九年）におい
て日本古代歌垣との比較研究を試みてその再検討を行い、 『雲南省ペー族歌垣と日本古代文学』 （勉誠出版 二〇〇六年）において雲南省大理白族の白語・中国語訳・日本語訳歌掛け資料を報告す とともにこうした歌垣（恋の歌掛け）の発展段階モデルを提示した。また 岡部隆志氏・西條勉氏とともに『七五調のアジア
　
音数律からみる日本短歌とアジアの
歌』 （大修館書店、二〇一一年）を編み、アジアの口頭・文字の歌のなかに日本の和歌の音数律の起源を求めようと試みた。さらに、 『歌垣 世界
　
歌垣文化圏の中の日本』 （勉誠出版、二〇一五年）ではそ 研究を集大成し、 「踏 」や葬送儀礼との関わりについても論じている。こ 工藤氏ともに 文化調査に赴き、工藤氏 の共著『中国少数民族歌垣全調査記録一九九八』 （大修館書店 二〇〇〇年） 公刊した岡部氏は「繞る 掛け―中国雲南省白族の二時間四十七分に亘る歌掛け事例報告」 （ 『共立女
子短期大学文科紀要』第四十九号、二〇〇六年一月）において長時間続く白族の恋の歌掛け調査をもとにしてその仕組みを解明し、それを柱とする『アジア「歌垣」論』 （三弥井書店 一八 ）を公刊している。なお、この書に含まれるものであるが、 「白族の表記文字「ペー文」における声（音）あるいは 」 （ 『共立女子大学・共立女子短期大学総合文化研究所紀要』第十九の二号「東アジアにおける「声の伝承」と漢 の出会いについての研究：中国雲南省ペー族文化と日本古代文学 、二〇一三年二月） お 歌と文字 問題について研究 進めたことも注目すべきことである。なお、この岡部論文の掲載されている『共立女子大 ・共立女子短期大学総合文化 所紀要』 は遠藤耕太郎氏を代表 して岡部・工藤・富田美智江・飯島奨・草山洋平・李莉・張正軍の各氏が参加する 同研究の成果が本号及び二十三号として公刊 。手塚恵子氏は一九八〇 代後半 中国広西壮族自治区南寧市の広西民族学院に留学し、帰国後も壮族の歌文化調査を続けて「うたい掛ける者とうたい掛けられる者―壮族の人生儀礼 おけるうた 掛け合 とその規範」（ 『待兼山論叢（日本学篇） 』第二十四号、一九九〇年）において歌掛けの旋律が通婚圏と関わることを明らかにし、また『中国広西壮族歌垣調査記録』 （大修館書店、二〇〇二年）を公刊して壮族 比喩表現豊かなけの世界について論じた。さらに、 「中国少数民族の掛け歌―チワン族うたは誰に向かって歌いかけられ のか―」 （岡部他編 歌の起源を探る
　
歌垣』三弥井書店、二〇一一年）において壮族の歌掛け 水平的な他者との間で行われると論じ、歌を掛け合う男女の関係 垂直的なものとる折口信夫氏の説に疑問を呈して る。遠藤氏は『モソ人母系社会 歌世界調査記録』 （大修館書店、二〇〇三年）において雲南省モソ人歌文化調査にもとづく歌掛け資料を提示し 『古代の歌
　
アジアの歌文化と日本






の言葉の生態学―』武蔵野書院、二〇〇 年）などにおい 台湾原住民族の掛け合い歌の反転表現の問題について解明した。梶丸岳氏は「中国貴州省羅甸県プイ族の「年 」―プイ語による長詩型歌掛け」 （ 『アジア民族文化研究』第十号、二〇一一年三月）で「一ターン」 （一首）三十分以上もある長大な歌の掛け合いについて報告し 歌詞の基本構造を分析した。そして、 『山 民族誌
　
歌で詞藻を交わす』 （京都大学出版会、
二〇一三年）において、漢語で う「漢歌」を含めた布依族 文化世界を多角的に論じている。山田直巳氏は「雲南省大理白族の葬送歌唱――永香村踏葬歌」 （ 『アジア民族文化研究』第十号、二〇一〇年三月）などにおいて白族の葬儀の場で 歌掛けにつ て報告し、 「 化的な下敷き」としてのストーリー（歌掛けの流れ）を踏まえた即興的な歌掛けや葬送儀礼について詳細に論じている。先 富田氏は「漢代における詩歌の文字化と異文についての一試 」 （ 『日本秦漢史研究』第十三号、二〇一三年三月）などにおいて、大理白族の歌 文字 と異文発生とう事象を手がかりに漢代における詩歌異文 問題を解明しようとしてる。これは歌の文字化の問題とし 般化し得るも であって、万葉について考える上でも有益である。筆者も二〇〇八年・二〇〇九年 湖南省鳳凰県苗族の歌 化調査を工藤・岡部・手塚各氏らとともに行い、二〇一〇年から同地域で 本格的 調査・研究を継続 て行ってきてる。二〇一一年、岡部・手塚各氏 とも 『歌の起源を探る
　
歌垣』を
編集し、東アジアの歌掛け文化の全体像 提示しようと みた。またこの岡部氏、手塚氏、そして張氏とと に『歌を掛け合う人々
　
東アジ









歌会での二時間四十七分も続けられた三百首の恋の歌掛けを分析し、 「協調」と「対立」との混在する掛け合いが幾つかのパターンを繰り返すことで進み、そ 持続には歌い手の真剣さや歌の力の程度が関わ いると論じる。そして、 「対唱 の力学」 （ 『万葉古代学研究所年報』第八号、二〇一〇年三月 『アジア「歌垣」論』所収）では、白族 掛 合いの歌はこのように持続され ゆくもので「現在的 「そこで固定されるはなく、次の歌のために瞬間に消費されてしまうということ」 ）であるし、それに対して万葉歌は持続的でなく、 「瞬間に消費さ ることを当然としてい い」と述べている。
工藤氏も『雲南省ペー族歌垣と日本古代文学』 （勉誠出版、 二〇〇六年）













ア「歌垣」論』所収）には、歌 掛け合 を三日間続けたことがあるかという岡部氏の問いに対して、施氏が「二回あります。一回目は一九五七年の時です。二人の姉妹のような女性と二晩歌 まし 。まず一晩歌い、昼は他の人が混じ 邪魔されるので少ししか せんさらに次の日の晩歌いました。そ 後、手紙に漢字で歌を書いて、宛字で手紙のやりとりをしていました」と答えたことが記されている。岡部氏はこれについて、続けて括弧内で「歌い手が、本主曲や大本曲 漢字で表記している例は知っているが、白族の歌 掛け合い 手紙 やりとりしたというのは聞 たことがない。その意味で施さん 手紙 やりをしたという話は興味深い。宛字と って るのは、歌 白語であるから、それを漢字 表すには、日本語を漢字 表記したよう 白語を訓読みの漢字や音読みの漢字を使っ 表記す しかなく、 のこ を言っていると思われる。いず しろ、知識人である施さんだから可能であったことで 相手の女性もまたそれなりの教養を持っていた いことであろうか。そのことを聞き逃したことが惜しまれる」と注記している。
ここで重要なのは、歌が歌掛けの場を離れて時間から自由になったと
いうことである。歌掛けの場では相手の歌に応じてすぐに歌 返さねばならない。白族の歌掛けでは、近年 三弦 伴奏がつく もある 、本来は無伴奏で行われるものであるから、直ちに歌い返さねば らないことでは必ずしもない はいえ、あま に長く間を置くわけ ゆかない。そのわずかな時間に考えること 歌掛けの流 を くらか意識しつつ、相手の歌に対 てどのように い返すか いうこ である。
筆者は以前、工藤氏『雲南省ペー族歌垣と日本古代文学』の歌掛け資






るのでなく、全体 三分の二ほど 相手の歌 最後 句を繰り返すようにして歌い出しているのは三弦の伴奏が付いて間を置かずに わねばならないということと関わるのであろうか。ともあれ、この鸚鵡返し ような歌の継ぎ方が白族 歌掛けの主要なかたちの一 とみてよいであろう。ここから考えられることは、白族の歌掛けでは多くの場合、歌の意味内容を承けて展開させるということであり、 首が歌い手思いがこめられた重い内容のもので な ということ ある。
しかし、歌を手紙に書いて相手に送り、また送られてきた歌に対して
答えの歌を送り返すというのは、歌を考え ため 時間が制約を受けることなく、自由になるということである。 かも 対面で 歌掛けのように繰り返し 交わし合う とはできな ために歌一首にこめられるメッセージは重いものへと変わってゆく。
これはまさに、歌掛けの世界からの歌の独立というべきことではない
だろうか。ただ、残念ながら、どのよ な歌が手紙に書かれて相手に送られたのかを知る ができな 。
このような、手紙に恋の歌を書いて相手に届けることは広西壮族自治
















































































めており、苗族の歌が発展したことをあなたに感謝せねばならない（第二聯） 、 なたはわたしよりずっと価値がある、わたしは何の役にも立たない（第三聯） わたし ように新しいものを受け入れられない者にはや
りがいがない（第四聯） 、というもので、呉氏を讃えて自らを謙遜する。これに対する隆氏の歌は、あなたはわたしの歌が上手でもそうでなくても賞賛してくれるのでこのような栄誉を受けることができた、わたしはあなたのご恩を忘れ （第一聯） 、 わたしももっとよい歌を作りたい （第二聯） 、あなたもわたしも似たようなものだから同じですから、そんなにわたしのことをほめな でほしい（第三聯） 、あなたはよい歌を持っているのに、わたし ちと一緒に歌会の舞台に上がり がらない は、わたしたちに盗られるのを恐 いるから すか（第四聯） 、と うもので、やはり相手を賞賛し、自らをへり だって歌う。その一方で 歌師 自分の歌のレベルを示す め しばしば中国文化、漢語を取 込んで比喩とする。呉氏の歌の第二聯「農業」 、 「袁隆平」などはそれに該当し、 「苗族の歌」 「あな （隆氏） 」をそれぞれ表す。また、 隆氏の歌 第一聯「娘」は「わたしの歌」 、 「銀」は「 が送ってき 歌」 「美しく着飾る」は「栄誉を獲得した」という意味を表すのである。
ところで、呉氏の歌では第一聯で「手紙を書きましたので、ご覧くだ
さい」と歌っている。これは実際には出会っ ときに口頭で伝えた であるが、手紙の歌として贈 かたちを装っ も と思わ 隆氏はつもは手紙で歌を贈答するが、このときは後日電話で伝えてい のは、相手に合わせて歌を返すのが礼儀とされること 踏まえた かも ない。呉氏は、隆氏は書のレベルが上な で、隆氏に対してはいつもことばで伝えて詠誦して ると ことである。 が書かれるようにな 、こうした書のレベルという問題も関わっ く であ 。
このような手紙には一定の体裁と形式がある。これを五日に一度（以















けた後も手紙で歌のやりとり したという 、二晩 も歌いきれず、次の歌会の機会まで待てなかったということな であ一九五七年のことというが、こうしたこ が当時施氏な ごく限 れた人々においてのことだったの 、白族の人々にしばしばみられ であったのか、残念ながらその広 りについて知ること でき い ただ、「昼は他の人が混じって邪魔されるので少ししか歌」わず夜に歌うとあり、夜は衆 を避けて歌を掛け合う だったわけで、手紙が人目 避ける歌掛けの手段というよう も はなかったようであ 。ま 、広西壮族自治区武鳴県壮族の事例では、 塚氏によると、 会 場では恋の歌掛 も 競べになってしまうので、それを避けて手紙で恋歌を贈答するようになったということである
（
17）。歌会において歌掛けの歌の優劣






けでは比喩表現や押韻などについての厳格な定めがあって歌師の歌の技が人々の批評にさらされることとなるが、恋の歌掛けでは若い男女はひたすら相手側を立て、比喩表現についての定めに反したとしてもそれを咎めないという緩やかな雰囲気の かで行われる。男性側にとっては恋の成就が目的なのであっ 優れた歌を歌 ことによって女性側にそ魅力を感じさせようとす ことはあっても、女性側を困らせるようなふるまいなどやら のである。このように、鳳凰県苗族の場合、恋の歌掛けは人目 避けて行われ、また日常的な逢会の機会もあ 、さらには手紙の場合には歌の記述・読解の問題も関わっていることから、使者を介した手紙や口頭での恋歌の贈答は一般的には存し いように思われる。
これに対して、友人・知人の慶弔などに対する贈答歌は、恋歌の贈答

















歌などを作るが、それを後でゆっくり 記録す ことの きないような多忙な状況であれば 紙片などに忘れない う書き記しておくのである。たとえば、七
樹村の歌師呉求安氏は歌作した五首程度の歌なら一週間、




とき、頭のなかで歌を生み出す歌師が多いが、歌を書いて作る歌師もいる。このような歌師も祝宴などにおける歌掛けでは頭のなかで歌を生み出している。そ 歌師が 掛けの場を離れて歌を作るときペンを執って歌を書くが、その際しばしば うのとは異な 句順で歌を書き記すことがある。実は、 れはその順序で歌が生み出さ るわけではないと う。頭のなかでひとまず歌ができて、それ 調整・推敲す 過程 おおよそ動かぬ句をまず記し、それに韻 どを合わせ がら定めてゆくことにる、とのことである。ここから知られるのは、歌が生まれる過程と書記の順序とは必ずしも同じではなく 文字はあくまで備忘のた に記されるのであって、歌師たちにおいて歌 創作に直接関与しているのではないということである。歌師は歌を自在に生み出せ あって、文字頼って備忘 役割をすっかり任せて るわけでは い る。
次に、文字が記憶を蘇らせる役割を果たすものとして、歌師の歌ノー
トがある。歌師は後日の歌作 参考にす ため 自作の歌や歌掛けした相手の歌などをノートや手帳に記録している。彼らは長期間歌を記憶することができ が、さすがにずっ 覚え わけで ない。 ため、自分で作った歌や他の優れた歌を耐久性あるノート類に記録しておき、時にそれを開いて読み、記憶を蘇らせるので 。 には題や作者名、日付などを記すことなく、ただ歌のみが次々に書き連ねられる。それはただ自分のためにだけ記録すればよく、自分以外の読者 想定していいからである。書き記した本人 らば、読めば歌の作歌事情などが身体のなかで感覚・感情 伴って鮮明に蘇って る。彼はこ よう 歌の優れた表現について記憶を新たにしな ら 新たな歌 創作 向かうことになる。歌師がこのよう ノート類の記述は うした役割を果たすのである。
こうした歌の記録に新たな価値が付与されることもある。両林村の歌師隆興順氏は歌を記録する際に、文字文化の教養にもとづ








緒に連れてゆかれて歌を書かされたという。二人は文字が書けなかったので、互いに相手の歌を書かせ、 み上げさせ 確認し、その紙 大切に保管した、とのことであった。そこには、 つ、どこ どちらが歌たかについても書き記し、もし での約束を違えばこれを証拠としたという。この歌の記録は公的な証文として 体裁 いくらか整えており、両者の間ではそのような価値を持つこととなったのである。
次に、歌を書くことによって何が可能になるのかということである。先に述べたように、歌を書くことによって忘れなかったり、思い出し






すものであろう。一対 恋歌を創作するにはそ 立場 入れ替えて歌を生み出すことであるが、これを書 ずし 、頭のなかで各聯が対応するような歌を作ってすべてを記憶しながらさらに次の歌を生み出すといようなことは困難 る。歌を書き記すことで記憶を頭の外に移してエネルギーを節約し、他者とし 視覚化された歌に向き合うことでもう一方の立場の歌を生み出すことが容易になるとい ようなことではないだろうか。歌を書き記すことはこう た役割を担っていると考える である。
しかし、こうした歌の創作はあくまで歌掛けを再現するのであるから、
一首の歌に対して一首 返すというかたち もの あって、万葉歌 なかにみられ ような複数歌同士の贈答はない。鳳凰県苗族の歌の世界では、文字による歌の創作といってもあくまで口頭 歌を掛け合うこと上にあるということなのである。
また、歌の添削もその一つであろう。もっとも、口頭の世界において








いてなされていた。大理白族や武鳴県壮族においては かれた歌の贈答というかたちであるが、鳳凰県苗族では口頭の世界で多様な内容の歌の贈答がさまざまなかたちでなされている。鳳凰県苗族の には、万葉と通じるよ な、逢会のときの恋人を待つ女性の歌やそこに向かう男性の歌などがあり
（
22）、こうした個人の歌が口頭の世界で生まれているので
ある。このような歌は歌を書くこと 始まったわけ 必ずしもな 。すでに万葉歌以前に存し いた可能性 考えられよう。 『古事記』 『日本書紀』所載 伝承の歌には口頭での贈答 みられるものがあり、またこれらの書物からは多様で豊かな歌文化の世界が存した がうかがわれるところである。歌が文字で書かれる以前、そのようななかで個人の歌が生ま てきたのではなかろうか。
鳳凰県苗族の歌文化では、歌を書くことで歌掛けの歌群が創作されて
いる。しかし、それは歌掛け たちでのものであっ 、贈答歌も含め、複数歌の歌掛け、または贈答のかたちではない。万葉贈答歌では早い時期のものでは一首ずつの贈答であるが、後に複数の歌による贈答 かたちが現れてく これは視覚的要素が重んぜられるようになっ ことによるものと思われ、 の、文字文化におけ 新たな展開と み べきことであろう。
日本の古代、口頭の歌の世界から万葉歌への道を求めようとすること































































































歌掛け」 （ 『アジア民族文化研究』第十五号、二〇一六年三月） 。
（
22）  拙稿「万葉恋歌への架橋―中国湖南省鳳凰県苗族の歌文化を手がかりに―（前
編） 」 （ 『伝承文学研究』第六十六号、二〇一七年八月） 。
（159）
